
 第Ⅱ部 第１３章 アジア諸地域の動揺 

２ 南アジア・東南アジアの植民地化（１）インドの植民地化                                        教教教教ｐｐｐｐ222262626262（（（（L10L10L10L10））））～～～～266266266266（（（（L4L4L4L4）））） 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インドインドインドインド    

ムガル帝国 

○アウラングゼーブ帝死後，地方勢力の自立化 

例： マラーター同盟 

マイソール王国 

シク王国 

ベンガル太守 

○東インド会社設立（1600） 

○アンボイナ事件（1623） 

→インド経営に専念 

〔拠点〕 

マドラス・ボンベイ・カルカッタ 

第 6 代                    （1658～1707） 

○非イスラーム教徒へのジズヤ（人頭税）復活 

⇒ヒンドゥー教勢力の反乱 

アウラングゼーブ帝 

 

（1744～1761，3 次） 

…英仏の南インドでの植民地戦争 

 

 

…英東インド会社軍がインド東部で 

仏・ベンガル太守連合軍に勝利 

カーナティック戦争 

【1       】の戦い （1757） 

英東インド会社がベンガルの徴税権を獲得（1765） 

（1767～99，4 次） 

…英東インド会社がマイソール王国を撃破 ⇒南インドを制圧 

【2        】戦争 

（1775～1818，3 次） 

…英東インド会社がマラーター同盟を撃破 ⇒中部インドを制圧 

【3       】戦争 

○東インド会社の【4        】独占権廃止（1813） 

○東インド会社の【5      】停止（1833）→支配機関化 

○ウィーン会議で英はセイロン島を獲得（1815） 

（1845～49，2 次） 

…英東インド会社がシク王国を撃破 ⇒パンジャーブ地方を制圧 

【6    】戦争 

（1857～59） 

…インド人傭兵による反乱→各地に拡大し，インド大反乱へ 

〔結果〕英軍により鎮圧⇒【8        】滅亡（1858） 

【7       】の反乱 

○【9        】解散（1858）⇒イギリス政府によるインド直接統治が開始！ 

10 成立！（1877） ⇒イギリスの植民地化完成！ 

○初代皇帝…英【11           】がインド皇帝を兼ねて即位 

※首相ディズレーリ（保守党） 
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